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栃 木 市

栃木市民憲章

栃木市は、豊かな自然に恵まれ、栃木県名発祥の地とし
て、歴史と文化が息づくまちです。
わたしたちは、この美しいふるさとに誇りと愛着をもち、
誰もが住みよい平和で豊かな未来をつくるため、この憲章
を定め行動します。

１ 笑顔であいさつを交わし、相手を思いやります

１ 自然と伝統を大切にし、美しい環境をつくります

１ 交通安全や防災を心がけ、互いに助け合います

１ 健やかなからだをつくり、生きがいをもって働きます

１ 広い視野で多くを学び、まちづくりに参加します
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令和８年度 市政報告
栃木市の主な事業
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１ 誰もが安全で安心して暮らせる栃木市 〇 観光・交流拠点整備事業

２ 豊かな自然と共生する栃木市 〇 衛生センター施設整備事業

３ 一人ひとりが学び成長できる栃木市
〇 栃木文化会館施設整備事業
〇 学校給食事業

４ 子育てに優しくいつまでも健康で
生きがいのもてる栃木市

〇 赤ちゃん誕生祝金事業
〇 すくすく子育て応援事業

５ 地域資源を生かした
賑わいと活力のある栃木市

〇 栃木インター西産業団地造成事業
〇 平川土地区画整理事業

６ 参画と協働による持続可能な栃木市 〇 若者・女性活躍推進事業
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１ 誰もが安全で安心して暮らせる栃木市
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観光・交流拠点整備事業費
（242,469千円）

室町地内の旧栃木警察署跡地に
「観光・交流拠点」を整備するため、
多目的広場と駐車場の整備工事、
トイレと休憩施設の新築工事を実施
します。
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衛生センター施設整備事業費
（23,843千円）

２ 豊かな自然と共生する栃木市

長期稼働により老朽化が進行して
いる栃木市衛生センターを、今後も
安全で安定した、し尿処理が行える
ように、新たな施設の整備に向けた
生活環境影響調査業務等を実施し
ます。
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学校給食事業費 （947,100千円）

３ 一人ひとりが学び成長できる栃木市

安全でおいしい学校給食の安定供給のため、調理
施設の維持管理等を行うとともに、国・県の支援を活
用し、公立小・中学校の給食費を完全無償化しました。
また、物価高騰に対応するため、国と県が示す基準
額に市の予算を加え、給食の質や量を確保しています。
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老朽化した栃木文化会館を中長期

的に使用するために、必要となる施設

改修および設備更新などの施設の長

寿命化を含めた大規模改修工事を実

施します。

栃木文化会館施設整備事業費
（2,986,813千円）
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すくすく子育て応援事業（14,748千円）

出生時に、紙おむつやおしりふき等を購入できる
クーポン券をこども１人あたり２万円分配布すること
により、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るとと
もに、子育て支援センターの利用を促進し、子育て
世帯を支援します。

赤ちゃん誕生祝金（7,813千円）

第１子の誕生を強力に後押しし、結婚・出産
というライフステージの最初の段階を手厚く
応援するため、令和８年度から、新たに「第１子」
を支給対象に加えました。

４ 子育てに優しくいつまでも健康で生きがいのもてる栃木市
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栃木インター西産業団地造成事業費
（1,301,651千円）

本市経済の活性化や雇用の創出を図るため、
新たな産業拠点の整備を進め、西地区の次期
分譲に向けた造成工事、北地区の産業団地造
成に向けた用地の取得を実施します。

平川土地区画整理事業費
（575,296千円）

主要地方道宇都宮亀和田栃木線沿いに
位置する「平川地区」において、フードバ
レー構想の推進に向けた産業系の土地利
用を図るため、区画道路や調整池の整備
工事、建物の移転等を実施します。

５ 地域資源を生かした賑わいと活力のある栃木市
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若者・女性活躍推進事業費
（2,500千円）

６ 参画と協働による持続可能な栃木市

性別や世代に関わらず、誰もが働きや
すく働きがいが持てる環境を整えるため、
市内企業を対象に各種セミナー等を開
催し、男女格差解消や、両立支援等の
ワークイノベーションの取組を推進し、
若者・女性活躍の機運を高めます。
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